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１．はじめに

当課では、平成 31 年 4 月 1 日に施行された

森林経営管理法（以下、法という。）に基づ

く「森林経営管理制度」の実行について、市

町村支援を行っています。

一方で、本県では奈良県森林環境の維持向

上により森林と人との恒久的な共生を図る条

例（以下、条例という。）が令和 2 年 4 月 1
日に施行され、県独自の「森林環境管理制度」

の展開に着手しました。この条例と法とは相

反するものではないのですが、市町村からは

分かりにくいという声もあり、どのようにし

て効果的に現場レベルで合致させるかが喫緊

の課題といえます。

２．森林経営管理制度とは

簡単に言えば、森林所有者の意向により、

市町村が法に基づき経営管理権を得て森林を

管理する手続きです。
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この法において「林業経営」とは、造林、

保育、伐採といった森林施業に、伐採した立

木の販売という経済活動を含めた概念であ

り、「森林の管理」とは、そのうちの造林及

び保育までを指すものとしていることから、

主にこの制度が対象とする森林は木材生産林

（現在放棄している場合も含む）にあります。

【林業経営】

【森林の管理】 伐採
造林
保育 立木販売

３．奈良県の森林環境管理制度とは

条例には、森林の有する多面的機能を森林

資源生産・防災・生物多様性保全・レクリエ

ーションの４つに区分し、多面的機能を最大

限に発揮させることを目的に、県、市町村、

県民等が協力しながら目指すべき森林へ誘導

するため、主に県がすべき施策等が記述され

ています。これから分かるとおり、この制度

は県森林行政の手順書です。

４機能を条例で規定していることから、こ

の制度が対象とするのは全ての森林であるこ

とがわかります。

❷＋防災・生物多様性保全

❶＋レクリエーション

木材生産❶

❷

➌

（持続可能な森林環境管理のレイヤー構造）

４．制度と人材育成

法には附帯決議がなされています。その１

では、「森林の多面的機能の発揮」「公益的

機能の発揮」「生物多様性の保全」について

の十分な配慮、その５では林業労働力の確保

・育成の重要性、その８では林業技術者の重

要性が明記されています。このことからして、

条例に基づく奈良県の森林環境管理制度は、

法に基づく森林経営管理制度のやり方の一つ

であって、同じ目的をもっているものと考え

てよさそうです。但し、どちらも人材が成功

の鍵を握っていることは確かで、どのような

森林に誘導したいのか、また誘導出来るのか、

誘導するには何をすべきか判断できなければ

絵に描いた餅になってしまいます。よって、

そのような人材育成が望まれます。令和３年

４月開校の奈良県フォレスターアカデミーも

その一助になればと考えています。

森林経営管理制度と奈良県の森林環境管理制度、そして人材育成

森林管理市町村連携課

試験研究だより

吉野スギギターの振動特性

木材利用課 清川 陽子

1. はじめに

密植・多間伐・長伐期施業で育林された県産

スギ材は緻密な年輪構造を有して、強く、美し

いという優れた特徴があります。これまでその

特徴を活かしたスギバイオリン、ビオラ、チェ

ロを開発し、その有用性をＰＲしてきました。

そして令和元年、

民間で県産優良スギ

材を表板として使用

した「吉野スギギタ

ー」が製作されまし

た。（図１）

今回は吉野スギの

振動特性を測定し、

通常使用されている

外国産材と比較した

結果についてご紹介

します。

図１ 吉野スギギター

2. 材料と方法

材料はギター製作に用いた、建築用天井板と

して販売されていた奈良県産スギ柾目板（厚さ

約 7mm×幅約 330mm×長さ約 1.51m）１枚とギ

ター表板用材として販売されていた欧州産スプ

ルース、北米産ベイスギの柾目板（厚さ約 5mm
×幅約 230mm×長さ約 560mm）各ブックマッチ

２枚１組から、試験体（厚さ約 4.5mm×幅 25mm
×長さ 180mm）を樹種毎に 10 体ずつ採取しま

した。

振動特性の測定には、両端たわみ振動法を用

い、共振周波数から比動的ヤング率（E/ρ）を、

振動の減衰比から損失正接（tanδ）を算出しま

した。

3. 結果と考察

今回測定した各樹種１個体に加えて、これま

で当センターで測定してきた奈良県産優良スギ

19 個体、バイオリン表板用材として販売され

ていた欧州産スプルース上級材と並材各５個

体、既存の文献から引用した値を用いて、E/ρ
と tanδの関係を比較しました。その結果、図２

のように奈良県産優良スギ材は、欧州産スプル

ースと北米産ベイスギの中間に位置することが

わかりました。

このことは、奈良県産優良スギ材はギター表

板用材としても活用が期待できるとともに、欧

州産スプルースや北米産ベイスギとは異なる個

性的な音色をもつ可能性を示唆しています。

横軸 E/ρ：値が大きいほど材内の音の伝搬速度が速い

縦軸 tanδ：値が小さいほど音が減衰しにくい

4. おわりに

製作された吉野スギギターは「第 62 回 2019

弦楽器フェア」に出展されました。そこで、実

際に吉野スギギターを試奏された方にアンケー

ト（43 人回答）を実施したところ、吉野スギギ

ターの音色や弾き心地について約９割の方が

「よかった」と回答され、高評価を得ました。

また、センターが楽器を貸出した演奏者を対象

に実施したアンケート調査においても「スプル

ースやベイスギに劣らない素晴らしい音色であ

った」等の意見を得ました。

当センターでは、今後も県産スギ材の振動特

性評価に取り組み、「吉野スギギター」のよう

な県産スギ材を活用した楽器の商品開発につい

て提案していきたいと考えています。

図２ 繊維方向における E /ρ と tanδ の関係
＊

＊比較のため、以下の既往文献から引用した値も含めて記載した。
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